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        超実存の理論と療法


この電子書籍では、超実存主義／超実存理論の大枠と、それを心理療法へ適用する方法について解説する。


本稿の流れ


超実存理論を心理療法として展開する場合には、以下の３つの作業段階が必要になる。


①(準備段階) 治療者による理論の理解


②(実施段階) ターゲット(個人/周囲)の安全確保


③(実施段階) ターゲット(個人/周囲)の成長への寄り添い


最も大切なのは治療者の側がこの理論の枠組みを理解することである。その作業は心理療法の技術云々に留まらず、治療者本人の自己実現の問題や、その周囲の人々との関わりに大きな影響を及ぼすだろう。


それはちょうど、天動説を信じていた人が地動説を理解するようなことである。理解すればものの見方が変わる。ただこれは信仰ではない。理解できるならするだろうし、理解できないならばそれまでである。その場合は、その人がこの理論を療法として用いることは叶わないだろう。


そういうわけで先ずは、前半部分においてこの「超実存」とはどういう見方かをなるべくわかりやすく説明したい。その上で、後半部分では②③の実施段階の手順を解説する。

    
        超実存の理論について


個別宇宙と物質宇宙の対比


超実存主義と実存主義の違いは何か。実存主義は観念的なものに対する現実存在の優位性切迫性を重視するが、超実存主義では、そうした二者択一は行わない。むしろ現実存在としての我々の実感の世界と、普遍的な宇宙の物理事象の世界とを、別々のものとして見る。その2つは別のもの、別の世界、別の宇宙である。関連はあるが、優位劣位はない。


[image: 個別宇宙と物質宇宙の対比は、精神世界と普遍的世界の対比として読み替えられる。それぞれは独立しており、個別宇宙は物質宇宙の衛星のような立ち位置にある。]


人間の精神の数だけ個別宇宙がある(より微細な動物の精神世界についてはここでは言及しない)。個別宇宙は物質宇宙から生じるが、だからといって完全に物質宇宙に束縛されているわけではない。


用語の補足だが、私は個別宇宙を別の所ではバウンダリーと言ったり、境界とか、精神宇宙と言ったりしてきた。物質宇宙については基底とか基底世界などの言葉も使っている。これについては特別な理由はなく、私の中でまだ相応しい言葉が定まっていなかったというだけである。


話しを戻し、個別宇宙と物質宇宙が別の世界であるという主張の根拠については、例えば次のことを考えてもらいたい。


個別宇宙は人の一生、誕生から死の瞬間までの間だけそこに存在する。「この世界はこの私が生きている間だけ存在するだろう。」という考え方は、我々の実感としては比較的自然に納得できるが、論理的な整合性はつかない。我々が死んだら、それによって地球や、太陽系や、銀河が消失するのだろうか。そんなことはあるまい。


この「実感と論理のずれ」が重要である。これは病疾をもたらすからだ。ダブルバインドや、実存的空虚や、誇大妄想などの諸々の良くない心理構造の原因になる。


実感と論理のずれを解消するために、我々はどういった別の構造的理解を得ることができるだろうか。そこで前述の超実存的な世界観を参照してほしい。「この（私の個別の）世界は、この私が生きている間だけ存在するだろう。しかし（普遍的な物質世界としての)宇宙全てがそれによって消失するわけではないだろう。」という考え方は、超実存的な見方を通して見れば何ら矛盾は生じない。






それぞれの宇宙の生成と消滅


ちょうど宇宙の消滅について語ったので、この観点からも理論を説明したい。超実存における宇宙の生成／消滅の概念は次の通りである。


[image: 個別宇宙の時間軸と物質宇宙の時間軸は別々のものとして並行しており、それぞれが生成と消滅のタイミングを持つ。個別宇宙の生成とはつまり私達の個体の誕生の瞬間であり、消滅とは死を意味する。物質宇宙の生成と消滅は、文字通りの宇宙の生成と消滅を意味する。]


個別宇宙は、我々の誕生から死の間にだけ存在する、固有の世界である。時間軸的には、物質宇宙は個別宇宙を内包しているというよりも、併走していることになる。「今現在」は、個別宇宙にとっても物質宇宙にとっても、進行中のこの同一の時間を指している。


個別宇宙と物質宇宙は「現在」という時間を共有しているが、この2つの世界の繋がり方がどんな風になっているかを記述しようとすると、より複雑になる。人間の精神の成長と変容は即ち、個別宇宙そのものの、構造の変化を意味するからだ。個別宇宙は形を変えながら生成消滅の過程を辿るのである。それによって、2つの世界の関係性もまた移り変わっていくこととなる。






個別宇宙の変化の４段階


では次に、個別宇宙の構造の変化とそれに伴う物質宇宙との関係性の変化について述べる。


一生を通じた人間の精神構造の変化は、言い換えれば個別宇宙(精神世界)そのものの構造の変化である。ここでは人の誕生から死までの経過を、便宜的に4つの段階に分けて説明する。






１．生成期


[image: 図：個別宇宙が物質宇宙の中から小さな泡のように生じてくる様子。]


個別宇宙は、物質宇宙から生じる。ちょうど母体の胎内で受精卵の細胞分裂が起こり、生命が形作られていくのと同じ理屈である。この状態は生命の誕生から幼少年期まで続き、個別宇宙は物質宇宙にある程度束縛されつつも、独自の自由な新しい世界観を描きながら成長、拡大していく。






２．分離期


[image: 図：個別宇宙は物質宇宙から分離した球体となり、その中心に自意識が芽生える。]


少年期頃、自意識の創発に伴って個別宇宙は物質宇宙から独立する。およそ人間は、この分離期の状態で人生の大半を過ごす。この状態では我々は、個別宇宙の側にかなり重きを置いた考え方をしており、自己中心性や野心の高まり、普遍的な現実世界が自分の(個別宇宙の側の)見解どおりに行かないことについての、強い葛藤などを抱えて過ごすことになる。






３．合一期


[image: 図：個別宇宙は拡大し、再び物質宇宙と接合する。個別宇宙と物質宇宙の境界線は消失し、個別宇宙の中にあった自意識は、物質宇宙の側へ引き込まれていく。]


人生の経験が豊かになり、個別宇宙がある程度成長拡大していくと、物質宇宙との接点は密接で確かなものとして感じられてくる。恐らく全ての人がこの状態に至るわけではなく、2番目の分離期から4番目の還元期へ、この合一期を辿らずに移行していく人も少なくはないだろう。だが経験が豊かになる高年齢層の人ほど、この合一期の状態に移行する確率は大きくなる。所謂悟り、無分別、自己超越の状態であり、自己中心性の解消や実存的感性の向上、諸々の葛藤からの解放などが生じる段階である。






４．還元期


[image: 図：個別宇宙は崩れ落ちるように物質宇宙の中に溶け込み、自意識は消失する。]


肉体の死に伴って個別宇宙は消滅し、その宇宙を形作っていた素材は物質宇宙の中に還元されていく。個別宇宙は物質宇宙の中から発生し、最後にはまた物質宇宙の中へ還っていく。


以上の4つの段階が、個別宇宙と物質宇宙の関係性の変化の、主な流れである。






超実存理論の宗教性


図の説明などから連想する方も居られるだろうが、超実存理論は対象関係論の考え方をある程度引き継いでいる。と同時にこの理論は、ラマナ・マハルシの個我(アートマン)に関する哲学的考察からも影響を受けている。


心理学と宗教の知識が共存することに違和感を感じるかもしれないが、こうしたことは超実存の理論の中からは排することのできない重要な要素である。超実存理論の半分は、全く宗教的な要素から作られていると言える。


宗教的な見解は、個別宇宙における我々の実感や世界観にアクセスしようとする場合に必要になる。


例えば「救済」や「審判」や「地獄」や「天使」などの実在について我々が真剣に論じている時、それはほとんどの場合、物質宇宙における普遍的な事象としての天使や地獄について語っているわけではない。精神内界における微妙だが確かな実感に対して、そのようなモチーフ、象徴を当てはめて説明しようとしているのである。


個別宇宙における事象の説明を、物質宇宙における事象の説明として取り違えると、それらは非現実的な空想、幻想、単なる錯誤としてしか把握できない。だがもし我々が象徴を読み解く感性を十分に持っていたならば、受け取れる情報は変わってくるだろう。


「私には化け物が取り憑いている」と語る人に対して、物質宇宙しか見ない人は『あなたの周りには何も居ないから、心配いらないよ』という程度のことしか言えない。だが個別宇宙に関する訴えとして聞く場合には、もっと聞くべきことが沢山ある。『それはどんな姿か、どこからやってくるのか、表れるきっかけがあるのか、人の言葉を話すのか』といったようなことである。


こうした神秘的な視点を通してしか語り得ないものがあることについて、ルドルフ・シュタイナーは「いかにして超感覚的世界の認識を獲得するか」の中で説明している。同じ単語を用いていても、その文脈が個別宇宙にあるのか物質宇宙にあるのかによって、指している内容は変わってくる。


なぜ、物質宇宙という普遍的世界の言葉によって、全てを説明することができないのか。それは個別宇宙が一回性のものだからである。


自然科学は、一回性の事象に対してほとんど適用することができない。反復しない事象は観測することも検証することも困難だからである。せいぜい類似の事象を検査し、予測することができるくらいだが、それを科学的根拠と言い得るかどうかは疑問符が付く。特にその「類似の事象」が本当に類似しているかどうか、判断が付かない場合には。


自然科学は人間の普遍的な「死」については語ってくれるが、「この時代の、この私における、主観的な死」といったような反復されない事象を扱うには不適当である。


そうした事象はより主観や実感に基づいた知性の領域、つまり宗教の領域である。宗教的な知は物語や象徴イメージなどの材料を通して、人間の論理的な思考力よりもむしろ、(エウレカ効果を生じさせるような)当直的な悟性そのものに働きかける。


実感的理解に基づくモチーフのやり取りは、例え客観的には論理性を欠くように見えたとしても、意思疎通の上で十分、相互理解の土台になり得る。ある人の個別宇宙に働きかけたいとき、宗教の言葉は自然科学の言葉よりもずっと的確に、事象を捉え共有可能にする場合がある。


以上のような理由から、超実存理論は物質宇宙については自然科学の視点をより重視し、個別宇宙については直感的理解(宗教的知)の視点をより重視して対応する。

    
        超実存理論に基づく心理療法の方法


病理の捉え方と療法の概観


内容を少し具体的な臨床の方へ傾け、超実存の理論モデルの中で病理がどのように表されるかを示したい。


この理論モデルの中では、病態は個別宇宙と物質宇宙の不調和として把握される。


個別宇宙、つまり個人の精神や認知、振る舞いの側のみに要因を限定することはないし、物質宇宙、つまりその人を取り巻く周囲の社会環境や人間関係の側に要因を限定することもない。


問題は個別宇宙と物質宇宙の適合の可否にある。この2つの宇宙の調和的な関わりが破綻し、相互に排他的な影響を与えはじめるときに、その破綻した関係の状況を病態として捉える。


極端に言えば、ある統合失調症者の精神構造がどれほど奇抜な世界観を持った個別宇宙を成していようと、物質宇宙との間に安定した穏健な関係を構築しているのであれば何も問題はない。個別宇宙が自由な想像力の中で豊かに息づくことに対して、何の罪過があるだろうか。


ただその個別宇宙の有り様を物質宇宙の側が受け入れられないとき、許容できないときには、諸々の不具合が生じて来る。これは逆の状況についても言えることで、個別宇宙がどれだけ健全で高い適応力を有している場合でも、物質宇宙の側が余りにも不穏で異常な振る舞いを取る場合には、個別宇宙はそこから悪い影響を受けるのである。


[image: 繰り返しになるが、超実存理論における病態とは個別宇宙と物質宇宙の「間にある不調和」を指す。]


こうした状態が健全化されるためには、個別宇宙と物質宇宙のいずれか或いは双方が、相手側の状況を正しく理解し、無害で調和的な対処方法を獲得する必要がある。その適切な関係性の構築を援助するのが超実存の心理療法ということになる。


対処方法の獲得を「援助する」と表現するのは、基本的にこの療法は個別宇宙及び物質宇宙のそれぞれに生来宿っている成長と適応の能力に期待するからである。


既に述べたように、個別宇宙は自然な成長過程の中で、物質宇宙の根深い法則性の影響を受け、次第に物質宇宙に順化し適応的な構造へ変わっていく。病態が生じるのはこの自然な成長が阻害されるからであって、個別宇宙が物質宇宙に抑圧的な支配を受けていたり、また双方の間に錯誤や偏見があり相手に対する敵対心を生じさせていたりすると、本来起こるはずの自然な成長は、病的な成長にすり替わってしまう。


それぞれの宇宙が発展拡大するためのエネルギーが病態の中に投入され、相手の側を攻撃したり自らを防衛したりすることのために消費されてしまう。この戦いはしばしば投影同一化による自作自演の不毛な浪費行動であり、状況の外側にいる存在が意図して介入するのでなければ、形成されてしまった共依存を解除することは難しい。


だから先ず、病態となっている共依存の関係があるのであればそれを引き離し、距離化させ、その上で安全な距離から個別宇宙と物質宇宙の双方に必要な成長素材を提供していく。自然な成長を回復することで、関係性の中の調和と適応が回復されるのを見守るのである。


以上が超実存の理論における、病理及びそこからの回復に関する考え方の大枠である。






心理療法の実践


ここからは、理論を療法として展開する場合の具体的な実践方法について説明する。


はじめに掲げた3つの作業段階の内、②と③に相当する部分である。






ターゲット(個人/周囲)の安全確保


超実存理論では、個別宇宙(個人)と物質宇宙(周囲)の併存構造を見て、両者の間にある不調和な関係(病態)を、働きかけの対象として理解する。


安全確保というのは、個別宇宙と物質宇宙、双方にとっての安全つまり脅威の無い状態を整えることを意味する。


個別宇宙と物質宇宙の間に必要なだけの距離を設け、それらを病患部から引き離すわけである。


この過程が重要である理由は、先に述べた通り歪んだ相互認識でお互いが投影同一化の共鳴を起こしているような場合には、いくら両者に成長のための資源を供給しても、その共依存的なファンタジーを強化するために資源が消費されてしまうからである。


次いで行われる個別宇宙／物質宇宙双方における涵養の工程も、前段階としての安全確保がなされなければ共依存を強化するだけで、徒労に終わってしまう。


現実には完全に両者の安全確保を行うことは難しく、どのような状況でもある程度の不安や疑いといった共依存関係は残ったまま次の工程に進むしかないが、それにしてもどこまでこの安全確保の地盤を整えておけたかによって、以後の働きかけの効果や改善の速度が変わってくる。


双方の距離化をする際には、この「距離」をどう捉えるかが重要である。わかりやすいのは物理的、場所的な距離を引き離すことだが、それらは全て結果として「心理的な距離」の確保に繋がるものでなければならない。


ターゲットの中の個人と、それを取り巻く環境や別の人々が、単に目に見える形として離れた、ということではなくそれによってどれだけ安全・安心を感じ、お互いを脅威に思わなくなったかという点が重要なのだ。


心理的な距離を確保する為の方策は、上に述べた物理的な距離の他にも時間的な距離「いつまでは～する」や「ここでは～の行為はしない」というルールによる距離など、様々である。


例えば他者を害する恐れがあると思われているある精神病患者に対して、専門の心理療法家が支援の位置に付くということは、ただそれだけで周囲の人々をある程度安心させ脅威を低減させる効果がある。


この際に把握しておくと良いのは、物質宇宙に安心をもたらしたければ、その場合我々は自然科学的な知識や言葉に頼る方が良いということである。普遍的な世界に対して、神秘的な語りをすることは却って不信を生むことになりやすい。ただ全ての場合がそうではなく、宗教的なコミュニティの中では神秘的な語りの方が効果的な安全確保の方法になることもあるだろう。


個別宇宙に対しては、状況によって科学と宗教のどちらの言葉を選ぶべきか検討が必要である。当人が自身の想像力や実感に圧倒されて物質宇宙を上手く受け取れないような場合には宗教の言葉が必要だし、一方で、抑圧的な環境が当人のそうした自己の実感を受容する能力を潜在意識の方に強く押しやっているような場合には、一先ずは科学の言葉で社会規範的な態度を示し、信頼を築いてから自己表出を促した方が良いかも知れない。






ターゲット(個人/周囲)の成長への寄り添い


安全確保の工程が上手く進んだならば、その後に配慮することはそれほど多くない。両者をある程度距離化したならば、後はただ個別宇宙／物質宇宙の双方が自然な成長と適応の能力を発揮できるよう、材料を提供しつつ支援していくことになる。


双方の成長を支えるという意味では、療法家はこの工程では受動的な役割に立って、傾聴や質問、問題提起などを通して個別宇宙／物質宇宙の双方に接し、それぞれが自然に問題を克服したり状況に適応するための能力を獲得するまで、成長するのを待つ。


またその他の役割としては、成長の触媒となるような「情報の提供」がある。


個別宇宙に対しては、宗教的な側面から、人間がどのように主観と客観を調和させていけるかという情報を提供するのが良い。神話のモチーフや諸々の世界創造の理論、民俗的な説話や諸宗教の行法などの中には、人間が主観的な意識存在としてこの世界に向き合っていく上での、葛藤や克服の知識が豊富に含まれている。


ユングはこうしたファンタジーの中に時間も民俗も超えて描かれる人類共通のモチーフがあることを示したが(原型)、上手に抽象化された原型モチーフはその実感的理解においては我々の個別宇宙の性格と親和性があり、人類共通の普遍性という点においては物質宇宙の反復の性質と親和性がある。結果的に、原型モチーフは個別宇宙と物質宇宙を調和的に仲介するための、優れた架け橋となるだろう。このような質の良い宗教の知をレパートリーとして適宜に提示できることが、超実存理論に基づく療法家には求められる。


物質宇宙に対しては、心理学や生理学的など科学的且つ客観的な理解のための情報を、周囲に提供することが求められる。注意する内容は個別宇宙の場合とほぼ同様で、あくまで周囲の環境が適応的に成長する能力に期待し、正解や正義を押し付けるようなことはせず質の良い情報の提供を心がけることである。






療法家の立ち位置


療法全体の注意点としてまた別のことを考慮せねばならないが、それは、療法家の立ち位置が一体どこなのかということである。


物質宇宙の側への働きかけを行うときは、我々は普遍的な社会性を持った一人の人間として振る舞うことになるだろう。


その枠組みを出て、自分の個別宇宙を主軸に物質宇宙を飲み込もうとするような介入を試みるとしたら、それは心理療法家ではなく「自分こそ神の子である」と主張する預言者や霊媒の立ち位置になってしまう。生憎個別宇宙は物質宇宙に対してそれほど大きくはなれないので、遅かれ早かれ失敗する試みである。


では個別宇宙に対するときにはどうかというと、やはりこれも普遍的な世界、物質宇宙の側の存在として、我々は個別宇宙に働きかけることになる。


なぜかというと、ターゲットになる個人の個別宇宙にとって、我々はまさに、その個別宇宙には内包されていない外界的存在、物質宇宙の側の存在として、(理論上は)把握されるはずだからである。


超実存理論の中で心理療法家がすべきことは、個別宇宙と物質宇宙の間の病患部を一旦切り離し、より適応的な形の接合点を形成することである。療法家自身が、この接合点に流れる川の呼び水にならねばならない。神秘的なハイヤーセルフとか、神の使者であるとか、そういった存在を演出しながら他者の個別宇宙に干渉すれば、それはやはり当人の物質宇宙との関係の再構築を阻害させ、療法家への依存を生み出してしまう。


そういうわけで心理療法家は、あくまで情報提供者、場合によっては「スピリチュアルガイド」として脇役に徹しながら個別宇宙に働きかけ、その個々の宇宙がより健全に豊かに成長していくための、その過程を守るのである。

    
        後書き


以上で、超実存理論の理論的枠組みと心理療法としての展開方法を大体延べ終わった。


超実存理論は、心理学としてはトランスパーソナルな考えを含む辺縁的な分野であって、主流にはなり得ないものと予測する。一方で、我々の主観的な意識世界や、人生を通して生じ続けるであろう問題の要点を把握するための俯瞰的な理解、心構えを提供してくれるものであり、我々の個々の人生にとってはこうしたことこそが重要な知見ではないかと思う。


この考え方は、今世界を生きる多くの人々にとって必要だが、学問的には取り扱いづらい。問題は、では誰がこの知識を人々の所へ仲介するのかということである。


宗教の知と心理学を両立させられるような存在を、我々は公の社会の中に望み得るだろうか？ 現状を見渡せば、私はそうは思わない。それは今の所あまりにも混沌とした領域で、周囲からの偏見や療法家の側のコントロールの喪失など、多くのリスクを孕んでいる。


必要なのは現状の問題点を改善するための積極的なアクションというよりも、むしろ時間ではないかと私は考える。何事かを不備として指摘されれば、人は反意を抱く。その指摘は徒労に終わる。間違いが起きるだろうと知った上で、その間違いが起きていくことを辛抱強く見届けなければならないこともある。世界は自らのペースで成長し続けており、我々には自分が理解したことを他者に押し付ける権限はないからである。


間違え、失敗し、省みたときに人はようやく学ぶ準備ができる。その時に必要な材料が揃っていれば良い。地位や名声、他者からの理解を求めるよりも、単純に目の前の人の苦しみを見過ごせないような性質の人々が、この理論の当面の担い手となってくれることを期待したい。
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